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泌尿器科 におけ るFosfomycin経 口投与 の臨床成績

生 亀 芳 雄 ・小 川 秀 弥 ・菅 間 正 気

関東逓信病院泌尿器科

(部長 生亀芳雄)

1. は じ め に

Fosfomycin(FOM)は ア メ リカ のMerck社 とス ペ イ

ン のCEPA社 に よっ て 共 同 開 発 され た抗 生 物 質 で あ る。

そ の化 学 名 は1-cis-1,2-epoxypropyl phosphonic

acidで,構 造 式 はFiG.1の とお りで あ る。

本剤は細菌に対 して殺菌的に作用すると考えられてお

り,マ ウス に お け る感 染 治 療 実 験 で変 形 菌,緑 膿 菌 に 有

効 で あ り,ま た べ ニ シ リナ ーゼ 産 生 ブ ドウ球 菌 に も効 果

が み られ る よ うで あ る。

毒 性 は マ ウス,ラ ッ トにFOMのCa塩 の1回 経 口投

与 で7日 間 のLD50は い ず れ も3,500mg(力 価)/kg以

上 と報 告 さ れ て い る。

我 々は 今 回,本 剤 な ら び にABPC,CBPC,CEX,

CER,KM,GM,DKBの 臨 床 分 離 菌 に 対 す るMICを

検 討 す る と同 時 に 急 性 の腎 盂 腎 炎,膀 胱 炎,前 立 腺 炎,

副 睾 丸 炎 お よび 慢 性 の腎 盂 腎 炎,膀 胱 炎 な ど に経 口投 与

を行 な った の で,そ の成 績 を報 告 す る。

2. 臨 床 分 離 菌 に 対 す るMIC

寒 天 平 板 法 に よ る 明 菓 の 中 央 研 究 所 の デ ー タ で は

FOM-CaのMICはStaphylococcus aurmsで ほ と ん ど

Fig. 1 Chemical structure of fosfomycin

Table 1 Sensitivity of clinically isolated strains against various antibiotics
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の もの が3.13～12.5,Escherichia coliで0.2～3.13,

Kl6bsiellapmumoniaeで12.5～25,Proteusvulgaris

で0.39～1.56,Psmdomonas aeruginosaで は.1.56～

6.25μg/m1と 報 告 され て い る。

我 々はFOMに つ い て は 小 委 員 会 法,他 の薬 剤 に 関 し

ては 化 療 法 に よ り臨 床 分 離 菌 お よび 標 準 株 に つ い て の

MICを 測定 した が,そ の結 果 はTable1の よ う で あ

る。

Klebsie1laお よびPseudomonasは 株数 が 少 な い が

MICは そ れ ぞ れ25,3.12μ9/m1で あ っ た。

Escherichiacoliの 全 株 につ い てそ のMICを 測 定 し

たFOM, ABPC, CEX, CER, GMの5剤 に つ い て の

比 較 はTable2の よ う で,FOMで は6.25～12.5,

ABPCで は6.25, CEXは12.5,CERは3.12～6.25,

GM3.12μ9/m1に そ の大 部 分 が あ る。

3. 臨 床 成 績

22回 日本化学療法学会 シソポ ジアムにおける報告に

よると,FOM-Caを1回500mg経 口投与 した場合の

血中濃度のピークは内服後2時 間にあり最高は7.9,最

低 は1.2,平 均3.3μ9/m1で あ り,尿 中回収率は24

時間で最高は49.4%,最 低 は、12.8%,平 均29.2%と

な っている。

我々は1回500mgを1日 に4回,1日 量 として2.O

gを 内服させ,原 則 として急性感染症では主として4日

間,慢 性感染症では7日 間の投与を行なってその成績を

検討した。

成績の判定は自覚症状,尿 中白血球,尿 中細菌の3者

が完全に消失 したものを著効(升),自 覚症状あるいは尿

中白血球に改善はみられても完全に消失しないものを有

効(+),自 覚症状,尿 中白血球,尿 中細菌のうち1つ だ

け消失 し他は不変あるいはあまり改善のみとめ られない

ものをやや有効(±),3者 とも不変のものを無効(一)

とした。

1) 急性単純性感染症

症例は腎盂腎炎2,膀 胱炎15,前 立腺炎1,副 睾丸

炎1の19例 で,そ の性別,年 令,診 断,起 炎菌,Disc

感受性ならびに治療前後の自覚症状,尿 中白血球,尿 中

細菌の成績,投 与量,副 作用などはTable3の ようで

ある。

著効例は14(73%),有 効例4(21%),や や有効例

1(6%)で,著 効と有効を合せると94%と なる。

2) 慢 性複雑性感染症

腎盂腎炎2.膀 胱炎3の5例 で,い ずれも尿通過障害

となるような原疾患を有 している。

その成績はTable4の ようで,当 然のことながら著

効例は1(20%),や や有効例は2(40%),無 効例は2

(40%)で あ る。

4.副 作用および血液,血 液化学の変動

自覚的に副作用を訴えた例は3例(12.5%)で,1例

Table 4 Therapeutic

Table 2 Sensitivity of clinically isolated

strains against various antibiotics 

E. coli 13 strains
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Fig. 2 Hematological findings

Fig. 3 Hemochemical findings
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は頭痛,め まい,2例 は嘔気,下 痢などの胃腸症状であ

った。

本剤投与前後の血液,血 液化学所見の変動はFig.2,

3に しめ した ようで,と くに本剤による異常変動はみられ

なかった。

5. お わ り に

臨床分離株について本剤のMICを 測定した結果は,

Kl6bsi6llaで25,Ps6u40monasで3.12,Esoherichia

coliで は.6.25～12.5μg/mlで あ った。

急性単純性感染症 では94%,慢 性複雑性感染症では

20%の 有効率であった。

自覚的な副作用を訴えたものは24例 中3例(12.5%)

であ り,本 剤投与前後の血液,血 液化学所見には異常変

動はみられなかった。
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Fosfomycin is a new antibiotic developed by American Merck in cooperation with Spanish CEPA. 

MIC of fosfomycin against clinically isolated strains revealed that it was 25 ƒÊg/ml for Klebsiella, 

3. 12ƒÊg/ml for Pseudomonas and 6. 25•`12. 5 Pg/ml for Escherichia coli. 

In simple acute infections, 94% and complicated chronic infections 20% was effective. 

Side effect was seen in 3 cases out of 24 cases (12. 5%) and after oral administration, no abnormality 

was observed in hematological and hemochemical findings.


